
㉚急性副鼻腔炎について
117C23

116E39→117C23の流れで問題は作られていて、
117C23をもう少し難しくした問題が105F8。

117C23は単なる解剖学の問題かと思いきや、急性
上顎洞炎というテーマで臨床問題と直結しています！

急性副鼻腔炎の中でも上顎洞炎と篩骨洞炎はその位置
の違いによって症状が異なります！
116E39は112B13を参考にして作成されていそう
ですね！

118回では上顎洞炎が出題されると予想します！

☑

上顎洞は視神経と離れているので、上顎洞炎の炎症が
視神経に波及して視力低下をきたすことは少ない。

☑

一方で、上顎洞は歯に近いため上顎洞炎では歯の痛み
が出るのが特徴的である。

☑

また、虫歯や歯周病が原因となって歯性上顎洞炎を
発症することがある。

118回予想
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☑

ちなみに117E6の選択肢には
前鼻鏡が登場しています！
112A14とは撮影している方向が
違いますがどちらも前鼻鏡です！
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☑

上顎洞は視神経と離れているので、上顎洞炎の炎症が
視神経に波及して視力低下をきたすことは少ない。

☑

一方で、上顎洞は歯に近いため上顎洞炎では歯の痛み
が出るのが特徴的である。

☑

また、虫歯や歯周病が原因となって歯性上顎洞炎を
発症することがある。

☑

眼に近接する篩骨洞炎では
炎症が視神経に波及して視力
低下をきたすことがあり、こ
の場合には緊急手術が必要に
なる。

出典:第65回診療放射線技師国家試験問題　午後79問目

出典:第63回診療放射線技師国家試験問題　午後83問目
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⭕

「齲歯(うし)=虫歯→歯性上顎洞炎→脳膿瘍」という流れ

ちなみにリング状造影効果を示すもの
としては脳膿瘍・膠芽腫・転移性脳腫
瘍が代表的である。


